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ぐ
る

ー
ぷ

 
第

１
７

８
５

回
 

 
 

 

宗
祖
知
証
大
師
生
誕
一
千
二
百
年
慶
讃
大
法

宗
祖
知
証
大
師
生
誕
一
千
二
百
年
慶
讃
大
法

宗
祖
知
証
大
師
生
誕
一
千
二
百
年
慶
讃
大
法

宗
祖
知
証
大
師
生
誕
一
千
二
百
年
慶
讃
大
法
要要 要要
 

 
 
中
日
庭
儀
大
曼
荼
羅
供

中
日
庭
儀
大
曼
荼
羅
供

中
日
庭
儀
大
曼
荼
羅
供

中
日
庭
儀
大
曼
荼
羅
供
・・ ・・
裏
千
家
献
茶
式

裏
千
家
献
茶
式

裏
千
家
献
茶
式

裏
千
家
献
茶
式
参
列
参
列

参
列

参
列
・・ ・・
参
拝
参
拝

参
拝

参
拝
 

 

◇
実

施
日

；
平

成
２

６
年

１
０

月
３

１
日

( 金
) ；

曇
り

一
時

小
雨

 

◇
参

加
者

；
玉

岡
憲

明
、

山
上

皓
一

郎
、

川
島

川
島

川
島

川
島
    

功
 

 
計

３
名

 

 

園
城

寺
( 三

井
寺

) と
は

、
天

台
寺

門
宗
・
園

城
寺

第
１

６
２

代
長

吏
・
福

家
俊

明
猊

下
が

、
昭

和
５

０
年

に
大

峯
順

峯
奥

駈
修

行
の

際
、

玉
岡

さ
ん

達
が

同
行

・
支

援
、

そ
の

後
の

順
峯

の
際

に
は

山
上

さ
ん

も
同

行
・

支
援

以
来

、
天

台
寺

門
宗

奥
駈

修
行

の
折

に
は

支
援

・
接

待
が

引
継

が
れ

継
続

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

知
証

大
師

生
誕

１
２

０
０

年
慶

讃
大

法
要

に
招

待
さ

れ
参

列
・

参
拝

し
た

。
 

知
証

大
師

生
誕

１
２

０
０

年
大

法
会

は
、

１
０

月
１

８
日

か
ら

１
１

月

２
４

日
ま

で
開

催
さ

れ
、

そ
の

中
日

の
大

法
要

へ
の

参
列

･
参

拝
で

あ
る

。
 

９
時

半
頃

に
園

城
寺

着
、

受
付

が
１

０
時

か
ら

の
為

、
玉

岡
さ

ん
は

前

長
吏
・
福

家
俊

明
猊

下
の

奥
様

に
ご

挨
拶

に
行

か
れ

た
が

不
在

で
あ

っ
た

。
 

大
法

要
は

、
１

１
時

か
ら

金
堂

で
行

わ
れ

る
た

め
、

弁
慶

の
ひ

き
づ

り

鐘
等

の
伽

藍
を

散
策

す
る

が
、

玉
岡

さ
ん

の
疲

れ
を

考
慮

し
早

め
に

金
堂

へ
、

我
々

は
堂

内
に

案
内

さ
れ

着
席

す
る

。
 

顔
見

知
り

の
座

間
光

覚
・

宗
務

総
長

(
大

法
会

事
務

局
長

)
・

福
家

俊
彦

執
事

長
(
大

法
会

奉
行

)
が

堂
内

に
お

ら
れ

挨
拶

す
る

、
玉

岡
前

代
表

が
参

列
さ

れ
た

の
で

、
元

気
な

姿
に

労
い

と
回

復
を

祝
福

し
て

く
だ

さ
る

。
 

生
演

奏
の

奏
で

る
心

地
良

い
曲

に
癒

さ
れ

つ
つ

待
つ

。
 

１
０

時
半

過
ぎ

に
園

城
寺

第
１

６
３

代
長

吏
・

福
家

英
明

猊
下

の
僧

列

が
入

庭
し

、
金

堂
前

の
特

設
舞

台
で

庭
儀

が
執

り
行

わ
れ

る
。

 

 
 

 

 
 

金
堂

前
に

て
 

 
 

 
入

庭
・

庭
儀

始
ま

る
 

 
福

家
英

明
猊

下
入

堂
 

入
道

場
と

共
に

三
井

晩
鐘

が
打

た
れ

園
城

寺
境

内
に

響
き

わ
た

る
。

 

堂
内

の
着

席
者

は
、

関
係

寺
院

僧
侶

と
裏

千
家

家
元

関
係

者
で

占
め

、

一
般

招
待

者
は

少
な

い
よ

う
に

感
じ

た
が

、
堂

外
の

テ
ン

ト
内

に
も

着
席

さ
れ

た
方

も
多

く
お

ら
れ

た
。

 

大
曼

荼
羅

供
は

導
師

及
び

多
く

の
僧

侶
に

よ
る

読
経

が
唱

え
ら

れ
、

し

ば
ら

く
し

て
裏

千
家

家
元

に
よ

る
献

茶
式

が
厳

か
に

執
り

行
わ

れ
る

。
 

読
経

が
延

々
と

続
き

、
普
段
聞

き
な

れ
な

い
読

経
が
五
臓
六
腑

に
響

き

荘
厳

で
あ

り
が

た
い

気
持
ち

に
な

る
中

。
参

列
者

が
廻

し
焼
香

を
行

う
。

 

座
間

宗
務

総
長

の
挨

拶
に

続
き

、
関

係
寺

院
並

び
に
武
村
正
義

元
滋
賀

県
知

事
の

来
賓

挨
拶

が
あ

る
。

三
井

晩
鐘

が
打

た
れ

１
２

時
半

前
に

大
曼

荼
羅

供
法

要
が
終
了

す
る

。
 

１
３

時
半

か
ら

大
津
プ
リ

ン
ス
ホ

テ
ル

で
祝
宴

が
あ

り
、

我
々

は
車

で

移
動

す
る

、
約

２
０

０
名

以
上

参
集

し
１

４
時

前
に

開
宴

。
 

園
城

寺
第

１
６

３
代

長
吏

・
福

家
英

明
猊

下
の

開
会

挨
拶

に
続

き
、

天

台
宗

・
延
暦

寺
、

天
台
真
盛

宗
・
西
教

寺
の

宗
務

総
長

及
び
聖
護

院
・

宮

城
泰

年
門
主

の
来
賓

挨
拶

が
あ

る
。
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最
澄

( 伝
教

大
師

) を
宗
祖

と
す

る
天

台
宗

は
、
教
義

に
よ

り
３

大
門

宗
の

天
台

宗
・
比
叡

山
延
暦

寺
・

天
台

寺
門

宗
・

園
城

寺
、

天
台
真
盛

宗
・
西

教
寺

に
分

か
れ

、
聖
護

院
は

園
城

寺
よ

り
分

か
れ

た
経
緯

が
あ

り
、

一
同

に
会

し
て

め
で

た
く
乾
杯

で
開
宴

と
な

る
。

 

一
段
落

し
た

時
点

で
玉

岡
さ

ん
は

、
園

城
寺

長
吏

・
福

家
英

明
猊

下
に

挨
拶

す
る

の
で
紹
介

す
る

か
ら

と
同

行
す

る
。

 

玉
岡

さ
ん

と
握
手

で
挨

拶
さ

れ
、
川
島

を
紹
介

し
て
頂

く
と

名
刺

を
下

さ
り
「
体
力

が
衰

え
て

奥
駈

修
行

に
行
け

な
い

が
、
若

い
者

が
世
話

に
な

る
の

で
宜

し
く
」

と
声

を
か
け

て
下

さ
る

。
同

席
の
聖
護

院
・

宮
城
泰

年

門
主

に
は

、
新

宮
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
４

０
周

年
記
念

祝
賀

会
の

席
上

、
玉

岡

さ
ん

の
長

年
の

功
労
記
念
品

と
し

て
、
書

の
揮
毫

を
依
頼

し
て
快

く
受
け

て
頂

き
、

中
止

に
な

っ
た

が
玉

岡
宅

に
お
越

し
頂

き
贈
呈

し
た

下
さ

っ
た

御
礼

と
元

気
に

な
ら

れ
た

玉
岡

さ
ん

に
、

事
の
他
喜

ん
で
頂

き
ま

し
た

。
 

玉
岡

さ
ん

は
、
先
刻

不
在

で
逢

え
な

か
っ

た
前

長
吏

の
奥

様
( 百
歳

を
越

え
た

) の
テ

ー
ブ
ル

で
挨

拶
さ

れ
て

い
る

。
玉

岡
・

山
上

さ
ん

に
は

、
奥

駈

修
行

で
顔

見
知

り
の

方
が

ご
挨

拶
に

来
ら

れ
て

い
る

。
 

 
 

 

福
家

英
明

猊
下

の
挨

拶
 

 
宴

席
テ

ー
ブ

ル
に

て
 

福
家

執
事

長
の

閉
会

挨
拶
 

 

福
家

俊
彦

執
事

長
の
閉

会
挨

拶
で

１
５

時
半

前
に
閉

会
と

な
り

、
宴

席

見
送

り
の

座
間

宗
務

総
長

、
福

家
執

事
長

等
に
御
礼

の
挨

拶
を

し
て
退
室

す
る

。
尚

、
座

間
宗

務
総

長
に

8
/1

5
N

H
K

和
歌

山
放
映

の
園

城
寺

修
行
空

撮
と

新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ
活
動
紹
介

D
V

D
を
手
渡

す
。
。

 

 

前
長

吏
奥

様
と

元
気

に
な

ら
れ

た
玉

岡
さ

ん
 

ホ
テ
ル

か
ら
草
津
Ｉ
Ｃ

を
経

て
、

奥
伊
勢
Ｐ
Ａ

で
途

中
休
憩

し
、
路
面

が
濡

れ
て

い
る

が
殆

ん
ど

雨
に

あ
わ
ず

、
無

事
１

９
時
帰

新
す

る
。

 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

新
宮
5
:
5
0
→
7
:
0
5
大
紀
I
C
→
嬉
野
Ｐ
Ａ
→
土

山
Ｓ
Ａ
→
9
:
2
0
大
津
I
C

→
9
:
3
0
園

城
寺

。
 

受
付
1
0
:
0
0
→
1
0
:
3
0
大

法
要
1
2
:
2
0
→

園
城

寺
1
2
:
4
0
→
1
3
:
1
0
大
津
プ

リ
ン
ス
ホ

テ
ル

。
1
3
:
5
0
祝
宴
1
5
:
2
0
→
ホ

テ
ル
1
5
:
3
5
→
1
5
:
5
0
草
津

 

I
C
→

奥
伊
勢
P
Ａ
→
1
7
:
2
0
大
紀
I
C
→
1
9
:
0
0
新

宮
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
記

 
川
島

)
 


